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議会運営委員会会議録 

 

令和元年６月２７日 木曜日 

  午後２時１１分開議 

  午後２時４９分閉議（実時間３８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．付議案件について 

 （１）委員会付託 

 （２）その他 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  村 川 清 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 山 俊 臣 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  福 嶋 安 徳 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     宮 田   径 君 

  議会事務局次長   増 田 智 郁 君 

                              

○記録担当書記     土 田 英 雄 君 

 

（午後２時１１分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） ただいまから議会

運営委員会を開会いたします。 

                              

◎付議案件について 

○委員長（成松由紀夫君） まず、１．付議案

件についてを議題とし、（１）委員会付託の

（イ）議案１４件について説明を求めます。 

○議会事務局長（宮田 径君） 本会議の後で

お疲れのところですけれども、よろしくお願い

いたします。それでは、付議案件の委員会付

託、（イ）の議案１４件について御説明を申し

上げます。座って説明をさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○議会事務局長（宮田 径君） お手元の委員

会付託表（議案）をごらんいただきたいと思い

ます。 

 今回、委員会への付託予定案件は予算議案２

件、事件議案４件、条例議案８件の計１４件で

ございます。 

 まず、文教福祉委員会では、議案第３５号

（関係分）、３６号の予算議案２件、それと議

案第３９号、４１号の事件議案２件、議案第４

６号の条例議案１件の合わせて５件でございま

す。 

 次に、経済企業委員会では、議案第３５号

（関係分）の予算議案１件、議案第４７号、４

８号、４９号の条例議案３件の合わせて４件で

ございます。 

 次に、建設環境委員会では、議案第３５号

（関係分）の予算議案１件、議案第４５号の条

例議案１件の合わせて２件でございます。 

 最後に、総務委員会では、議案第３５号（関

係分）の予算議案１件、それと議案第３８号、

４０号の事件議案２件、議案第４２号、４３

号、４４号の条例議案３件の合わせて６件でご

ざいます。 

 なお、次のページに議案第３５号・令和元年

度八代市一般会計補正予算・第２号につきまし
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て詳細な付託表を添付いたしておりますので、

ごらんいただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま説明が終

わりましたが何か質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、それで

は、お手元の付託表のとおり、その審査を各常

任委員会に付託することといたしたいが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 次に、（ロ）請願・陳情３件について説明を

求めます。 

○議会事務局長（宮田 径君） それでは、

（ロ）の請願・陳情について御説明いたしま

す。お手元の請願・陳情付託先審査用（議会運

営委員会用資料）という横書きの資料をごらん

いただければと思います。 

 定例会開会翌日の６月１８日の午後５時まで

に受理いたしましたのは、陳情の３件でありま

す。 

 まず、陳情第１号・教職員定数改善と義務教

育費国庫負担制度２分の１復元を図るための、

２０２０年度政府予算に係る意見書の提出方に

ついては、八代市海士江町３２７５－３、澤本

伸生さんから提出されたものでございまして、

担当課は教育部学校教育課となっております。 

 次に、陳情第２号・最低賃金の大幅引き上げ

と全国一律制度及び開かれた最低賃金審議会の

あり方を求める意見書の提出方については、熊

本市中央区神水１－３０－７、熊本県労連、最

低賃金キャラバン熊本県実行委員会、実行委員

長、楳本光男さんから提出されたもので、担当

課は経済文化交流部商工政策課となっておりま

す。 

 最後に、陳情第３号・八代市食肉センター跡

地利活用については、八代市西宮町１１９０－

１０、部落解放同盟熊本県連合会八代支部支部

長、吉本洋一さん外５人から提出されたもの

で、担当課は農林水産部農業振興課となってお

ります。 

 また、委員会へ参考送付分といたしまして、

協議事項レジュメに記載し、お手元には写しを

配付いたしておりますとおり、２件を受理いた

しましたので、担当委員会に参考まで送付させ

ていただきます。 

 なお、このうちですね、新たな過疎対策法の

制定に関する意見書の提出について、こちらに

つきましては、全国過疎地域自立促進連盟熊本

県支部から県下議長会を通じまして依頼があっ

たものでございます。本市議会も本件に関する

議員連盟には加盟いたしておりますことから、

本要望書の取り扱いにつきまして議長と協議を

行った上で、執行部担当課とも調整を行った結

果、八代市議会としても意見書等の提出を行っ

たほうがよいのではないかとの提案が議長から

なされております。 

 したがいまして、その審査については、所管

の常任委員会で御審議いただくことになるかと

思われます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま請願・陳

情について説明が終わりましたが、何か質疑ご

ざいませんか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、委員会

への付託はいかがいたしましょうか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長の腹案があれ

ば、どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、委員長

腹案ということがありましたので、お手元の別

紙に基づき決定したいと思います。 

 それではまず、陳情第１号については、担当

部が教育部学校教育課ですので、文教福祉委員
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会になろうと思いますが、この取り扱いでよろ

しいでしょうか。よろしいですか。皆さん。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、ただい

ま御協議いただきましたとおり、本陳情につい

ては文教福祉委員会に付託いたします。 

 次に、陳情第２号については、担当課が経済

文化交流部商工政策課ですので、経済企業委員

会になろうかと思いますが、この取り扱いでよ

ろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、ただい

ま御協議いただきましたとおり、本陳情につい

ては経済企業委員会に付託いたします。 

 最後に、陳情第３号については担当課が農林

水産部農業振興課ですので経済企業委員会にな

ろうかと思いますが、この取り扱いでよろしい

ですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、ただい

ま御協議いただきましたとおり、本陳情につい

ては経済企業委員会に付託いたします。 

 次に、（２）その他について何かございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

                              

◎その他 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、次に、

２．その他について何かありませんか。（委員

橋本幸一君「よろしいですか。ちょっと戻っ

て」と呼ぶ） 

○委員（橋本幸一君） さっきの新たな過疎対

策法の制定に関する意見書等の提出、これにつ

いては経済企業で取り上げてやっていくちゅう

ことで理解してよかっですね。 

○委員長（成松由紀夫君） いえ。新たな過疎

とか原水爆のほうでしょう。（委員橋本幸一君

「うん」と呼ぶ）それは、参考送付分だけです

ので。 

○委員（橋本幸一君） ちゅうことは、意見書

の提出についてはどこでもむとですか。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、意見書の提

出は……。（｢違う、違う」と呼ぶ者あり）違

います。請願・陳情と違うとですか。 

○委員（橋本幸一君） 別にまたもむと。一緒

に説明のあったけん。 

○議会事務局長（宮田 径君） 参考送付で担

当と思われる委員会に送られるもんですから、

そちらのほうでその提出のほうも検討いただく

のかなと思っておりますが。 

○委員（橋本幸一君） ただ、文書配付だけや

ったらもまんけん、ここはぜひ通してもらわん

と。意見書出してもらわんと。 

○議会事務局次長（増田智郁君） 済みませ

ん、先ほどの通常参考送付の分につきまして

は、各常任委員会に送付いたしまして、そちら

の賛同される議員さん方で発議という形を自主

的にとっていただくというような形になります

が、今回の過疎対策法の制定に関する意見書の

提出というのは、先ほど局長からも御説明ござ

いましたとおり、全国過疎地域自立促進連盟熊

本県支部から県下議長会を通じまして議長のほ

うに配慮方願いますということで依頼があって

おりますので、関係の常任委員会のほうに通常

送付をいたしまして、通常の意見書送付であれ

ば、そちらのほうでとどまるというような形で

ございますが、関係の常任委員会の中でその他

の審議内容として、こちらのほうを提出するか

しないかというのを御協議いただき、その結果

によって提出されたりされなかったりというよ

うな流れになろうかと思われます。 

○委員（橋本幸一君） そこを説明してもらえ

れば。（発言する者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 担当委員会は総務

になりますので。橋本議員、よろしいですか。 

○委員（橋本幸一君） わかりました。結構で
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す。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、私から

１件御報告がございます。 

 さきの議会運営委員会において、今定例会か

ら１日２常任委員会の体制で運営することをお

決めいただいたわけでございますが、その協議

の際、今回の開催変更に際し、１日２常任委員

会で開催すると会期は短縮されるが、委員会の

開催体制だけで短縮するのではなく、委員会開

催後から閉会日までの日数も短縮するよう検討

していただきたいとの御意見がございました。 

 これを受けて、早速、ありとあらゆる角度か

ら議長と協議しました結果、委員会後から閉会

日までの日数を短縮するには、要は委員長報告

の作成方法を変更するしか短縮は考えられない

のではないかとの結論に至りました。 

 そこで、委員長報告の作成については各常任

委員会の委員長に一任されていることもあり、

議長招集により、先日、常任委員会の正副委員

長会議が開催されております。 

 このようなことから、先日開催されました正

副委員長会議での協議結果について、議長より

報告がございましたので、私のほうから周知さ

せていただきたいと思います。 

 具体的には、委員長報告については採決結果

のみの報告を作成する。実施については、本定

例会から行う。以上の２点でございました。 

 以上の２点について、本件につきまして何か

御意見等はございませんか。 

○委員（亀田英雄君） 採決結果のみというお

話でしたね。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（亀田英雄君） 今までのように、審議

内容も若干加味しとった分は全部削除になっ

て、議案について賛否のみの報告と。ちょっ

と、同じ確認なんですが。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、そういう理

解で結構でございます。採決結果のみを載せる

と。まあ、他市の事例も参考にして、正副委員

長会議でももみましたけれども、熊本市である

とか、あともう１つは荒尾か、荒尾あたりも採

決結果のみですので、そのテープ起こしの部分

が非常に時間がかかる。それと、テープ起こし

から委員長報告を作成するという部分につきま

しても、そこで１日、２日というのがありまし

たので、前回、亀田議員からの御指摘のとお

り、早速、議長とありとあらゆる角度から研究

しました結果、そちらを採決結果のみというこ

とで短縮しようかというようなお話で正副委員

長会議では議長のほうに報告がありましたの

で、その分を私のほうに話がございましたの

で、今、委員の皆さん方に周知方を願いたいと

いう御相談であります。 

○委員（亀田英雄君） 今の委員長の話は、私

の（聴取不能）話のようだったですが、大体、

目的は会期を短縮しようっていうとがあったで

しょうというお話を申し上げただけですので、

そこを申し上げておきたい。 

 で、そげんなれば、審議内容が伯仲しても全

然表現をしないということになっていくんです

よね。それでよかっだろうかなと思いながらで

すたい、劇的に変わりそうな委員長報告になり

そうな気がするもんですけん、ちょっと心配し

ながら話ばすっとですが。 

○委員（古嶋津義君） 簡潔に言うならば、協

議内容については議事録に譲ることとして、採

決の部分だけ御報告をするという、そういう方

法ですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、そういうこ

とでございます。 

○委員（古嶋津義君） はい、わかりました。 

○委員長（成松由紀夫君） 先ほどありました

ので、私が云々ということじゃなくて、やはり
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委員でございますから、亀田議員であったり山

本議員からも御指摘いただいて、１日２常任委

員会で委員会をまくことだけじゃなくて、もっ

と会期短縮ということであれば全体的なことで

考えようではないかという御指摘だと受けとめ

ましたので、ですので、議長とどうにかこう短

縮できる部分はないかということでずっと精査

した結果、やはり事務局も含めてですね、一番

やっぱり時間を、割を食っていくのが委員長報

告ということでしたので、他市事例も参考に

し、熊本市、荒尾市のほうが採決結果のみとい

うことでしたので、そのようにスピード感を持

って対応したつもりですが、何か今のお話であ

ると結果のみじゃなくて説明内容というか。今

の御意見だと、例えば賛否が分かれたときの分

ぐらいはしっかりその内容をつけていただきた

いというような御相談ですか。 

○委員（亀田英雄君） 相談じゃなくて、大事

な部分を表現したほうがいいんじゃないかなと

いう感じが残ったもんだけんですね。賛否だけ

ならもうすぐ終わって次の日でも出くる話です

けん。委員長報告って話になればですよ、ある

程度委員会の風景、その辺の伯仲した議論の風

景というのは、委員長報告なればですたい、す

るのがやっぱ議会の委員長報告になっとじゃな

かろうかという気持ちがしたもんですけん、今

そん話をしたっですが、今までとあんまり極端

に変わるもんですけん、それでよかっだろうか

なという感じですたいね。それでよかればもう

皆さんで決むっこっですけん、反対、賛成はな

かっですが、ちょっとびっくりしたもんですけ

ん、今、話をしてみました。 

○委員（大倉裕一君） 私も亀田委員と同じよ

うな思いであるんですけど、委員長報告はでき

ればこれまでの内容で変えてほしくないなとい

う思いがやっぱありました。で、その中で、委

員会を１日に２つするのであれば、４日間でし

よったとが２日になるわけですので、その２日

縮まった分を最終日を前にずらしてくると、２

３日だった分が会期が２１日とか、そういうふ

うになる姿を望んどったというところがあった

ので、ちょっと自分としては想定外の話で進ん

でいったかなというような思いは持っていま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） 私といたしまして

は、皆さん方の御意見もそのままスピード感を

持って議長と対応したつもりでございましたの

で、採決結果のみというのが一番シンプルです

し、２日ないし３日ほどの短縮が見込まれる

と。そうなると、この間議運でちょっと目標に

してた、やはり２０日ぐらいをめどにどうなん

だろうかというようなお話と合致するので、し

っかりやれたなという達成感はあったんです

が、結果のみということには戸惑いがあるとい

うことでございますので、となると、採決結果

のみということで正副委員長会議のほうではも

う既に決定がなされておるような感じでござい

ましたけれども――。 

○委員（橋本幸一君） 今、委員長が言うとお

り正副委員長会議には私も出席させていただき

まして、当初のあれからトータル４日ぐらい短

くなるとかな。（委員長成松由紀夫君「そうで

すね、はい」と呼ぶ） 

 それならば、十分この会期の短縮には貢献で

きるだろうと。そういう流れの中で、皆さん合

意されたと思います。その中には、事前に大幅

な会期短縮が必要という議運の中での話も加味

されて決定が私はなされたと思っております。 

 しかし、今、亀田議員、大倉議員がそれにつ

いてはちょっと戸惑うっていう話がございまし

たが、やはりそこですね。ある程度考えたとこ

ろで言えば、もしもですよ、もしも考えたとこ

ろで言えば、採決して賛成多数になった部分に

ついての委員長報告、そこぐらいはやってもい

いんかなっていう考えはございます。けど、賛

成多数っていうのは結局――。その辺の委員長
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報告ですよ。そうなればあんまり時間食う、１

日も２日も延びるっていう部分にはつながらな

いし、ベースとしては採決をベースにしとるわ

けで、可否をベースにしてるからですね。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、やはり採決結

果が割れたときのやはり、先ほど亀田議員が風

景、風景と言われるところは、やはりその割れ

たときの経緯なりそういったところがどうなん

だろうと、それが完全に抜けてしまって結論だ

けなのか、そこには戸惑いがあるというような

今の御意見。それに、橋本議員が言われる部分

も、正副委員長会議のときに割れた部分はどう

しようというような取り扱いが出たところを今

言っていただいているというふうに思うんです

けれども。 

○委員（橋本幸一君） それが、可否の採決が

ベースになっとるわけだからですね、委員会で

は。で、結局、議会だよりにそれは確実に反映

できると思うんですね。採決が出るでしょう、

可否が、それぞれの議員が。その中でのちゃん

と委員長報告と整合性がとれてくるから、私は

最低限譲ってもそれだけは大丈夫かなと思うん

です。それ以上ですね、やれば、どうしても会

期に、日数に影響してくるから。そこはあの雰

囲気の中では、正副委員長の中では譲れない部

分かなと、そう思っております。 

○委員（山本幸廣君） 先ほど、委員長から冒

頭から挨拶があったように、会期日程の短縮と

いうのが一番だったですよね。これを見直そう

というのが。だからこそ、常任委員会１日２委

員会というふうに決定をした。その中で、亀田

委員からもそのような要望というか意見があっ

たわけですけれども。最終的に、今委員長報告

の中で正副委員長――、いつどこで行われたの

か私もわからないんですけれども正式にやられ

たということでありますので、今、この場所で

ですね、そういう方向に行ったと結論づけてい

ただいたような気がするもんですから。それに

ついてもう少し、委員長が言われるように、あ

らゆるところから、あらゆる面から慎重にやっ

たということでありますが、それは理解しま

す。 

 その中で、私もふと一つ思うのが、採決のみ

という、あとは議事録に、はっきり言って詳細

にということで譲るということでありますけれ

ども。採決のみがですね、類似都市でどれだけ

が採決のみでやってるのか。そこらあたりはわ

からないもんですから、そこら辺について、私

としてはですね、意見としては少し考えていた

だけんかなと。内容についてもですね。という

ふうな。私のこれは意見ですよ、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（古嶋津義君） 私もシンプルに、協議

内容については議事録に譲ることとしてありま

すから、それに全部書いてありますので、採決

のみで私は結構だと、それが改革だと私の中で

は理解しています。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 結局、最後には最終的

に議会だよりば出すわけじゃなかですか。その

記事ぐらいのことを――、議会で報告した部分

が結局議会だよりになるわけでしょう。議会で

報告しない部分は議会だよりとしては扱われん

じゃなかですか。だけん、それぐらいのボリュ

ームぐらいを委員長報告はあってよかと思うと

ですよね。だけん、委員長報告があったと、採

決のみでしたと。だけど、議会だよりでは半ペ

ージぐらい使うてからすっていうとが何か私は

あっとですたいね。だけん、そんくらいのボリ

ュームぐらい委員長報告はあってよかっじゃな

かろうかなと、あるべきじゃなかろうかなとい

うふうに感じます。 

○委員長（成松由紀夫君） 一つですね。ちょ

っと総合的に整理してお話ししますと、確かに

これまで委員会中継を編集していたものを配信
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していたから、配信の問題もあって日数も要し

ていました。しかし、今後、この方法でやるの

であれば、委員会の翌日に暫定無編集を配信す

ると。このことで、市民の方々もいち早く委員

会の内容を確認することができると、議員も審

議内容等を把握することができるというような

こと。それと、しかしながら委員会の中でです

ね、不穏当発言や、程度にもよりますけども発

言の訂正があった場合は編集が必要になると。

そこで配信ができなくなるというようなこと

で、よってそのようなことが起きないよう執行

部、議員も含め発言には注意していただきたい

ところもあるんですが、議会だよりとの整合性

につきましても、これまで委員長報告の中から

抜粋して掲載していましたですね。ですが、今

後は広報委員会の中でそこはしっかり議論して

もらうことになると思われますし、今、るるお

話を聞いておりましたが、私としましては、議

長とスピード感を持ってですね、いろんな角度

でよく時間を巻いたというふうにきょうはお話

があるかなと思いましたが、今、皆さん方の御

意見を聞いている中で、今、亀田委員が言う議

会だよりとの整合性ということでありますが、

議会だよりの中で、割れたものの丸バツといい

ますか、そういう部分が載っているということ

ですが、この部分はですね、正副委員長会議の

中で決定事項ということですので、本来は、き

ょうは皆さん方に周知方、徹底方願うという、

ただ私は報告をすることのみがきょうは議長か

らのお話ではございましたが、議長もお越しで

すので、今の皆さん方の話を総括した中でです

ね、基本は結果のみ、これは多分譲れないと思

います。正副委員長会議の決定事項ですので。

基本は結果のみとし、採決結果が多数となった

事案については、当該議案に対する意見と採決

結果を委員長報告に盛り込むというようなこと

で、議長、そこは議運からこういうことが出た

ので、どうでしょうか。結果を根底から覆すこ

とじゃないので。（委員橋本幸一君「正副委員

長で、譲るっとはそこまででばい。それ以上は

無理ですばい」と呼ぶ） 

○議長（福嶋安徳君） いろいろと御協議をい

ただきましてありがとうございます。やはりで

すね、議会の短縮というのはですね、これは全

国的な議会の中で、全国市議会議長会の中でも

いろいろと協議をなされて、それぞれ地方でも

こういった取り組みに努力してほしいというの

が今なされてきております。 

 今、八代市においても、それぞれ議会運営委

員会の中でこういう取り組みをやろうというよ

うなことでございましたので、それについて

は、やはり議会改革についてはなお結構なこと

であろうというふうに思い、それをもとにして

今、議運の委員長が報告されたとおりでありま

すので――。（委員長成松由紀夫君「あ、いい

ですか。いいっちゅうことですね」と呼ぶ）は

い。それぞれ皆さん方、今後、認識を新たにし

て議会改革に取り組んでいただきたいというふ

うに思っております。 

○委員長（成松由紀夫君） ですので、基本は

採決結果のみ、これは譲れないですよね。た

だ、今、皆さんから御意見をいただいた分の採

決結果が多数となった場合、その議案について

のみは意見と採決結果を載せていくということ

でよろしいちゅうことですね。（議長福嶋安徳

君｢そうです、はい」と呼ぶ）それでまた正副

委員長に返していただいても大丈夫ですか。 

○議長（福嶋安徳君） そこは皆さんの御協議

のとおりでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 反映させていいわ

けですね。 

○議長（福嶋安徳君） はい、そうですね。 

○委員（古嶋津義君） それならもう１回正副

委員長を寄せて、こぎゃしてひっくり返やっ

た。報告だけだったけんが。議事録に譲ること

としてだから。 
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○委員（橋本幸一君） 結局、今さっき言った

ように、ベースは採決の結果だけということで

ベースがあって、全会一致じゃなかったという

ことは、こうこう理由で反対が出ましたってい

う。だから、基本的にはそれは全部変わっとら

んと思うとですね。その分が加わったっちゅう

ことで。先ほどの議会だよりについても、全会

一致と賛成多数の部分に、賛成多数の部分がそ

こが反映されるわけで。議会だよりの委員会報

告というのは、その結果やなくて内容のあれだ

から、それとはまた別もんて思うとですね、今

回のその委員長報告とは。議会だよりの委員会

報告とは。だけん、そこは分けて考えてよかと

思うとです。 

○委員（山本幸廣君） だけど、そこはやっぱ

りしっかりしてもらわんとしゃがな、広報委員

会の中でいろいろともめてくるわけたいな。こ

こら辺は、やっぱしちょっとばかり認識を高め

ておかんとしゃがなと思いますね。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、古嶋議員から

あった話もそれはやっぱり筋論でありまして、

本来はいろいろと精査した中で、正副委員長会

議で正副委員長に一任されている部分を共有し

て全員で集まって、その中で採決結果のみとい

うのは、これは結論であります。ただ、議運の

皆様方からそのような意見が出たので、いわゆ

る採決結果が多数となった議案については、意

見と採決結果を委員長報告に盛り込むというと

ころを、折衷案といいますか、そういうこと

で、今、私は議長にいかがでしょうかというこ

とで、それはそのように結構だということです

ので、古嶋議員におかれましては何とぞ御理解

を賜りたく思いますし、また、正副委員長会議

をもし議長が招集されれば、そのように話をし

て、どうしても納得いかないというようなこと

があれば、また何か皆さん方に話をしないとい

けないですけれども、この間の正副委員長会議

は私も出席しておりましたので、その雰囲気と

きょうの皆さん方のそういった御意見を反映さ

せる形の――、先ほど申しました基本は結果の

みと、これはひっくり返すわけにはいきません

ので、結果のみとし、採決結果が多数となった

議案については、意見と採決結果を委員長報告

に盛り込むというようなことでいかがでしょう

か。よろしいですか。 

○委員（古嶋津義君） 委員長さんの中で、そ

ういうことで理解をされているならそれでよか

っじゃなかかなと思いますがね、委員長報告の

みで。それで不満があれば委員会の中で委員長

の不信任案でも出せばよかっじゃなかと。委員

長たちが決めたとやけん。 

○委員（山本幸廣君） もう、よろしいです。 

○委員（橋本幸一君） そこは、議長と委員長

で。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、わかりまし

た。 

○委員（亀田英雄君） 今のいろんな話ば伝え

てもろうて、あとは委員長判断でよかと思うと

ですよ。せんちゃよかって委員長が判断すれ

ば。そして、あとで質問が来れば質問ば受けれ

ばよかこっですけん。それが委員長報告だろう

と思いますよ。 

○委員（山本幸廣君） 会期日程の短縮という

のをですね、しっかり総合的に考えた中で採決

のみと。委員長報告のですね。これだけではい

けないということは私からもちょっと言ってお

きますけんでから。それはなぜかというと、ま

だ工夫があるだろうと。まだほかに別にあるだ

ろうと。（委員長成松由紀夫君「それがなかっ

たからこれに至ったんです」と呼ぶ）私からは

あるわけですよね。私からはあるということで

すから、そこらについては議運でもう少し…

…。 

 正副委員長のその取りまとめというのは、私

は尊敬しますよ、今までないことをやられたわ

けですけんでから。それは尊敬します。だけど
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も、議会運営委員会としてはですね、もともと

が会期日程の短縮が目標だったわけですから

ね。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか、

山本議員。あのですね、要するに、会期日程の

短縮と言ったらどこをいじれるのかということ

でさわれるところを全部洗ったんですよ。洗っ

たら、「私は違う」とおっしゃられますがです

ね、事務局とも見てどこをさわれるんだ、どこ

が巻けるんだっていうことでいくと、やはり議

会事務局も今まで無駄なことはしてなくて、全

てやっぱり簡略化して簡素化して頑張ってくれ

てるんですね。 

 じゃあどこがさわれるのっていうところでい

くと、突き詰めていくと、この委員長報告のテ

ープ起こし、この辺の部分で２日、３日。極端

な話ですね、それは山本先生も議長時代に、知

っておられると思いますけど、土日に出てきて

テープ起こしして、議会事務局の職員はやっぱ

りした上で平日もしようわけですね。ってなる

と、ここを４日じゃあ巻けるんじゃないかとい

うことで、他市事例で洗っていった場合、熊本

市と荒尾市がやはり結果のみだったということ

で、私はむしろよく頑張ってくれたなと、きょ

うはお褒めの言葉でもいただくかなというぐら

いの気持ちで議長と精査したわけなんですよ、

皆さん方の御指摘を受けて。 

 ですので、それでも採決結果のみじゃちょっ

と戸惑うというような御意見があったので、先

ほど言いましたとおり、正副委員長会議での決

定事項じゃないかという古嶋議員の意見も本来

ごもっともなんですが、採決結果のみというこ

とはひっくり返せないと私は思ってます。です

ので、原則、基本は結果のみとしますが、採決

結果が多数となった議案については意見と採決

結果を委員長報告に盛り込むということで、先

ほど議長にも一旦御了承をいただいております

ので、それをまた正副委員長に持っていくよう

なことで進めていきたいと思いますが。 

○委員（古嶋津義君） １つだけ。僕はさっき

の意見なんですけれども、賛否両論、それをま

たテープ起こしで書くということになれば、ま

たそれに日数が――例えば土曜、日曜っちゅう

話が出て、そんなのは働き方改革に逆行する意

見でありますので、何でも改革はシンプルにい

きましょう。 

○委員長（成松由紀夫君） 古嶋議員のお気持

ちもわかるんですが、実際ですね、議長といろ

いろと精査した結果ですね、採決結果のみを原

則にすると、そこだけでかなりの短縮が図れる

と。割れた部分だけということになると、賛成

反対にですね、割れる議案というのは年間で何

本かしかなかわけですよね。ですので、その部

分についてテープ起こしをするとかっていうこ

とになると、それでも土日出てきて云々とか働

き方改革にも触れるような心配はないなという

ことで、多分橋本委員の先ほどの御意見だった

と思います。 

 それでは、まとめたいと思います、委員長一

任というお声もありましたので。 

 それでは、正副委員長会議で決定された内容

について、ただいまさまざまな御意見をいただ

きましたので、最終的に委員長報告の作成につ

いては、基本、採決結果プラス採決結果多数と

なった議案についてのみ意見と採決結果を盛り

込んで、今定例会から作成することに御異議ご

ざいませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 ほかに何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

本日の議会運営委員会を閉会いたします。 

（午後２時４９分 閉会） 
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八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和元年６月２７日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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